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（
貯
金
）に
ま
わ
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
家
計
に
例
え
、
人

件
費
を
食
費
、扶
助
費
を
医
療
費
、

公
債
費
を
ロ
ー
ン
の
返
済
と
す
る

と
、
こ
れ
ら
の
支
出
を
し
て
も
、

ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

お
金
を
家
の
増
改
築
や
車
の
購
入
、

趣
味
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�　

年
度
の
状
況
は
？
�

１４

　

平
成　

年
度
は　

年
前
に
比

１４

１０

べ
、
収
入
が　

億
円
増
え
ま
し
た

２６
が
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
支
払
い
も
増
え
て
支

出
全
体
で
は　

億
円
増

７６

加
し
ま
し
た
。
収
入
と

支
出
の
差
額
は
3
億
円

で
、
ま
っ
た
く
余
裕
の

な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
は
義
務
的
経
費

と
い
わ
れ
、
簡
単
に
は

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

　

財
政
再
建
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
シ
リ
ー
ズ

の
２
回
目
。今
回
は
、平
成　

年
度
決
算
の
内
容
を

１４

　

年
前
と
比
較
し
な
が
ら
、
現
在
の
財
政
状
況
が

１０ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
一
般
財
源
と
特
定
財
源
�

　

市
の
収
入
は
、
一
般
財
源
と
特

定
財
源
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一

般
財
源
は
、
使
い
道
を
特
定
さ
れ

な
い
収
入
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し

特
定
財
源
は
、
建
設
事
業
な
ど
に

充
て
る
国
の
補
助
金
や
市
債
（
借

入
金
）
で
、
使
い
道
が
限
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

一
般
財
源
は
、
市
税
や
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
主
な

も
の
で
、
市
が
行
う
事
業
に
広
く

使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
余
裕
が
あ

れ
ば
、
柔
軟
な
財
政
運
営
が
可
能

と
な
り
、
新
し
い
事
業
を
行
う
な

ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�　

年
前
の
状
況
は
？
�

１０

　

一
般
財
源
の
う
ち
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
普
通
交
付
税
な
ど
の

の
増
収
は
見
込
め
ず
、
ま
た
、
交

付
税
も
国
に
よ
り
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な

伸
び
は
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
今
の
ま
ま
で
は
さ
ら
に

厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

� 平成１４年度のおもな事業 
〈教育文化〉�菁園中学校校舎等の増改築（新校舎完成）
　　　　　�室内水泳プールの施設整備
　　　　　�総合体育館、生涯学習プラザの月曜日開館
〈市民福祉〉�市民証の交付
　　　　　�在宅知的障害者デイサービス事業の実施
　　　　　�乳幼児医療助成の拡大
〈産業振興〉�商店街近代化施設整備への助成
　　　　　�小樽フィルムコミッションの設立
〈生活環境〉�勝納住宅１号棟の完成
　　　　　�災害対応特殊水槽付き消防ポンプ自動車の購入
　　　　　�若年者定住促進家賃補助制度の創設
〈都市基盤〉�国道５号小樽駅前電線共同溝の整備
　　　　　�港町ふ頭コンテナ航路関連施設の整備

●
一
般
会
計
決
算
は

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

１４

総
額
は
、
６
７
３
億
５
０
０
５
万
円
。

前
年
度
に
比
べ
て　

億
４
６
７
３
万
円

４３

減
っ
て
い
ま
す
（　

％
減
）。
一
方
、
歳

６．１

出
総
額
は
６
７
２
億
５
２
４
万
円
で
、

　

億
７
０
４
１
万
円
の
減（　

％
減
）と

３９

５．６

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
と
歳
出
に
は
、

１
億
４
４
８
１
万
円
の
差
が
あ
り
、
こ

の
分
が
黒
字
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
財
政
調
整
基
金
と

減
債
基
金
を　

億
７
４
８
２
万
円
取
り

１４

崩
し
、
さ
ら
に
土
地
開
発
基
金
か
ら
４

億
円
を
長
期
借
り
入
れ
し
た
結
果
で
あ

り
、
市
の
財
政
状
況
は
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
と
い
え
ま
す
。

せ
ん
。
特
に
扶
助
費
は
、
医
療
費

の
助
成
、
生
活
保
護
費
の
支
給
、

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど

で
、
支
出
は
今
後
も
増
加
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
収
入
は
、
景
気

低
迷
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
市
税

経
常
的
な
収
入（
経
常
一
般
財
源
）

の
状
況
と
そ
の
使
い
道
に
つ
い
て

　

年
前
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

１０
　

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
平
成

4
年
度
の
収
入
は
3
1
7
億
円
で
、

そ
の
う
ち
2
6
4
億
円
が
主
に
人

件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
に
使
わ

れ
、　

億
円
が
残
り
ま
し
た
。
そ

５３

の
財
源
を
基
に
道
路
整
備
な
ど
の

建
設
事
業
や
将
来
へ
の
積
み
立
て

ささ
らら
にに

厳
し
い

厳
し
い
状
況
状
況
に
も
に
も

　

平
成　

年
度
の
各
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
、
現
在

１４

市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののの
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年
度
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�
貯
金
も
底
を
つ
い
て
�

　

市
に
は
、
家
計
で
貯
金
に
相
当

す
る
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金

と
い
う
積
立
金
が
あ
り
ま
す
。
財

政
調
整
基
金
は
、
予
期
し
な
い
収

入
の
減
少
や
思
い
が
け
な
い
支
出

の
た
め
に
、
ま
た
減
債
基
金
は
、

借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
た
め
の

貯
金
で
す
。

　

平
成
５
年
度
末
ま
で
は
、
今
よ

り
市
税
収
入
も
多
く
、
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
の
歳
出
も
少
な
か
っ

た
た
め
、
財
政
調
整
基
金
に
積
み

貯貯
金

と

金

と

借借
金

も

金

も

特別会計歳入歳出決算
差  引  額歳    出歳    入事    業    名

－４億３５７５万円４億３５７５万円港湾整備事業

－７０６１万円 ７０６１万円青果物卸売市場事業

１６８万円４３６８万円 ４５３６万円水産物卸売市場事業

２億１１００万円１６９億６２８２万円 １７１億７３８２万円国民健康保険事業

－１５５２万円１５５２万円交通災害共済事業

－２４万円２４万円土地取得事業

－８３１６万円８３１６万円駐車場事業

２９５３万円２２４億７５２６万円２２５億４７９万円老人保健事業

９万円１７億５０２２万円１７億５０３１万円住宅事業

－１億３０５１万円１億３０５１万円簡易水道事業

－５億９１１９万円５億９１１９万円中央通地区土地区画整理事業

▲６５８０万円１００億７０２２万円１００億４４２万円介護保険事業

－３億８８１６万円３億８８１６万円融雪施設設置資金貸付事業

－１２６９万円１２６９万円物品調達

１億７６５０万円５３０億３００３万円５３２億６５３万円　　　　　計

企業会計決算
資本的収支収益的収支

事    業    名
支出額収入額支出額収入額

４７億８９００万円４５億５８２０万円１１９億７１２３万円 １２０億１１８万円病院事業

２３億２１６４万円１４億４９３万円３３億６７３１万円３４億９８８２万円水道事業

３８億６４０６万円１９億４０９９万円４５億６１２７万円４７億３１５２万円下水道事業

１４０２万円－１億７９８４万円 ２億６７８８万円産業廃棄物等処分事業

１０９億８８７２万円７９億４１２万円２００億７９６５万円２０４億９９４０万円　　　 計

病院事業会計など４企業会計の総収入額は、２８４億３５２万円。これに対し、総支
出額は３１０億６８３７万円となりました。

　

上
下
水
道
や
病
院
の
事
業
を
含

め
、
市
全
体
の　

年
度
末
の
借
入

１４

残
高
は
１
３
８
８
億
円
に
も
上
り

ま
す（
左
の
グ
ラ
フ
参
照
）。
市
民

１
人
当
た
り
に
す
る
と
、
お
よ
そ

　

万
円
の
借
金
が
あ
る
こ
と
に
な

９４り
ま
す
。
平
成　

年
度
ま
で
は
借

１１

入
額
が
返
済
額
よ
り
多
く
、
市
債

の
残
高
も
増
え
て
い
ま
し
た
。
逆

に
、　

年
度
以
降
は
、
返
済
額
が

１２

借
入
額
よ
り
多
く
な
っ
た
た
め
、

残
高
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
多
額
の
借
入
金
を

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

は
今
後
も
続
き
ま
す
。

立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
左
上
の
グ
ラ
フ
参
照
）。
し
か

し
、
６
年
度
以
降
は
、　

年
度
末

１２

を
除
き
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
ゼ
ロ
と
な
り
、
減
債
基
金
も　
１３

年
度
以
降
取
り
崩
し
が
増
え
た
た

め
、　

年
度
末
の
残
高
は
約
３
億

１４

６
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
予
算
で
も
財
源
不

１５

足
を
補
う
た
め
に
、
減
債
基
金
か

ら
約
３
億
５
６
０
０
万
円
の
繰
り

入
れ
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
残
高
は
ほ
ぼ
底
を
つ
い

て
し
ま
い
ま
す
。

�
借
り
入
れ
に
依
存
�

　

市
は
、
こ
れ
ま
で
市
債
と
い
う

借
り
入
れ
を
し
な
が
ら
、
市
民
生

活
に
必
要
な
道
路
や
ゴ
ミ
処
理
施

設
の
建
設
、
学
校
の
建
設
や
港
湾

の
整
備
な
ど
、
多
く
の
建
設
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

た
め
、
そ
の
資
金
は
政
府
や
民
間

の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
借

金
で
す
の
で
、
当
然
、
毎
年
返
済

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歳入
   ６７３億５００５万円

歳出
   ６７２億５２４万円

一般会計一般会計

市債…　　１３８７億７４０７万円

債務負担行為…

　　　　　　  ２６億８７５万円

市有財産…１６９６億１７７６万円
    （道路、橋および企業会計を除く）
　　　　うち基金４３億４９１８万円
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た
。
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を
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に
例
え
、
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件
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を
食
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、扶
助
費
を
医
療
費
、

公
債
費
を
ロ
ー
ン
の
返
済
と
す
る

と
、
こ
れ
ら
の
支
出
を
し
て
も
、

ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

お
金
を
家
の
増
改
築
や
車
の
購
入
、

趣
味
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�　

年
度
の
状
況
は
？
�

１４

　

平
成　

年
度
は　

年
前
に
比

１４

１０

べ
、
収
入
が　

億
円
増
え
ま
し
た

２６
が
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
支
払
い
も
増
え
て
支

出
全
体
で
は　

億
円
増

７６

加
し
ま
し
た
。
収
入
と

支
出
の
差
額
は
3
億
円

で
、
ま
っ
た
く
余
裕
の

な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
は
義
務
的
経
費

と
い
わ
れ
、
簡
単
に
は

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

　

財
政
再
建
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
シ
リ
ー
ズ

の
２
回
目
。今
回
は
、平
成　

年
度
決
算
の
内
容
を

１４

　

年
前
と
比
較
し
な
が
ら
、
現
在
の
財
政
状
況
が

１０ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
一
般
財
源
と
特
定
財
源
�

　

市
の
収
入
は
、
一
般
財
源
と
特

定
財
源
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一

般
財
源
は
、
使
い
道
を
特
定
さ
れ

な
い
収
入
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し

特
定
財
源
は
、
建
設
事
業
な
ど
に

充
て
る
国
の
補
助
金
や
市
債
（
借

入
金
）
で
、
使
い
道
が
限
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

一
般
財
源
は
、
市
税
や
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
主
な

も
の
で
、
市
が
行
う
事
業
に
広
く

使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
余
裕
が
あ

れ
ば
、
柔
軟
な
財
政
運
営
が
可
能

と
な
り
、
新
し
い
事
業
を
行
う
な

ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�　

年
前
の
状
況
は
？
�

１０

　

一
般
財
源
の
う
ち
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
普
通
交
付
税
な
ど
の

の
増
収
は
見
込
め
ず
、
ま
た
、
交

付
税
も
国
に
よ
り
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な

伸
び
は
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
今
の
ま
ま
で
は
さ
ら
に

厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

� 平成１４年度のおもな事業 
〈教育文化〉�菁園中学校校舎等の増改築（新校舎完成）
　　　　　�室内水泳プールの施設整備
　　　　　�総合体育館、生涯学習プラザの月曜日開館
〈市民福祉〉�市民証の交付
　　　　　�在宅知的障害者デイサービス事業の実施
　　　　　�乳幼児医療助成の拡大
〈産業振興〉�商店街近代化施設整備への助成
　　　　　�小樽フィルムコミッションの設立
〈生活環境〉�勝納住宅１号棟の完成
　　　　　�災害対応特殊水槽付き消防ポンプ自動車の購入
　　　　　�若年者定住促進家賃補助制度の創設
〈都市基盤〉�国道５号小樽駅前電線共同溝の整備
　　　　　�港町ふ頭コンテナ航路関連施設の整備

●
一
般
会
計
決
算
は

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

１４

総
額
は
、
６
７
３
億
５
０
０
５
万
円
。

前
年
度
に
比
べ
て　

億
４
６
７
３
万
円

４３

減
っ
て
い
ま
す
（　

％
減
）。
一
方
、
歳

６．１

出
総
額
は
６
７
２
億
５
２
４
万
円
で
、

　

億
７
０
４
１
万
円
の
減（　

％
減
）と

３９

５．６

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
と
歳
出
に
は
、

１
億
４
４
８
１
万
円
の
差
が
あ
り
、
こ

の
分
が
黒
字
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
財
政
調
整
基
金
と

減
債
基
金
を　

億
７
４
８
２
万
円
取
り

１４

崩
し
、
さ
ら
に
土
地
開
発
基
金
か
ら
４

億
円
を
長
期
借
り
入
れ
し
た
結
果
で
あ

り
、
市
の
財
政
状
況
は
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
と
い
え
ま
す
。

せ
ん
。
特
に
扶
助
費
は
、
医
療
費

の
助
成
、
生
活
保
護
費
の
支
給
、

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど

で
、
支
出
は
今
後
も
増
加
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
収
入
は
、
景
気

低
迷
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
市
税

経
常
的
な
収
入（
経
常
一
般
財
源
）

の
状
況
と
そ
の
使
い
道
に
つ
い
て

　

年
前
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

１０
　

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
平
成

4
年
度
の
収
入
は
3
1
7
億
円
で
、

そ
の
う
ち
2
6
4
億
円
が
主
に
人

件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
に
使
わ

れ
、　

億
円
が
残
り
ま
し
た
。
そ

５３

の
財
源
を
基
に
道
路
整
備
な
ど
の

建
設
事
業
や
将
来
へ
の
積
み
立
て

ささ
らら
にに

厳
し
い

厳
し
い
状
況
状
況
に
も
に
も

　

平
成　

年
度
の
各
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
、
現
在

１４

市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののの

平
成　

年
度
の

１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４１４
決決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算算
状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況

決
算
状
況
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�
貯
金
も
底
を
つ
い
て
�

　

市
に
は
、
家
計
で
貯
金
に
相
当

す
る
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金

と
い
う
積
立
金
が
あ
り
ま
す
。
財

政
調
整
基
金
は
、
予
期
し
な
い
収

入
の
減
少
や
思
い
が
け
な
い
支
出

の
た
め
に
、
ま
た
減
債
基
金
は
、

借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
た
め
の

貯
金
で
す
。

　

平
成
５
年
度
末
ま
で
は
、
今
よ

り
市
税
収
入
も
多
く
、
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
の
歳
出
も
少
な
か
っ

た
た
め
、
財
政
調
整
基
金
に
積
み

貯貯
金

と

金

と

借借
金

も

金

も

特別会計歳入歳出決算
差  引  額歳    出歳    入事    業    名

－４億３５７５万円４億３５７５万円港湾整備事業

－７０６１万円 ７０６１万円青果物卸売市場事業

１６８万円４３６８万円 ４５３６万円水産物卸売市場事業

２億１１００万円１６９億６２８２万円 １７１億７３８２万円国民健康保険事業

－１５５２万円１５５２万円交通災害共済事業

－２４万円２４万円土地取得事業

－８３１６万円８３１６万円駐車場事業

２９５３万円２２４億７５２６万円２２５億４７９万円老人保健事業

９万円１７億５０２２万円１７億５０３１万円住宅事業

－１億３０５１万円１億３０５１万円簡易水道事業

－５億９１１９万円５億９１１９万円中央通地区土地区画整理事業

▲６５８０万円１００億７０２２万円１００億４４２万円介護保険事業

－３億８８１６万円３億８８１６万円融雪施設設置資金貸付事業

－１２６９万円１２６９万円物品調達

１億７６５０万円５３０億３００３万円５３２億６５３万円　　　　　計

企業会計決算
資本的収支収益的収支

事    業    名
支出額収入額支出額収入額

４７億８９００万円４５億５８２０万円１１９億７１２３万円 １２０億１１８万円病院事業

２３億２１６４万円１４億４９３万円３３億６７３１万円３４億９８８２万円水道事業

３８億６４０６万円１９億４０９９万円４５億６１２７万円４７億３１５２万円下水道事業

１４０２万円－１億７９８４万円 ２億６７８８万円産業廃棄物等処分事業

１０９億８８７２万円７９億４１２万円２００億７９６５万円２０４億９９４０万円　　　 計

病院事業会計など４企業会計の総収入額は、２８４億３５２万円。これに対し、総支
出額は３１０億６８３７万円となりました。

　

上
下
水
道
や
病
院
の
事
業
を
含

め
、
市
全
体
の　

年
度
末
の
借
入

１４

残
高
は
１
３
８
８
億
円
に
も
上
り

ま
す（
左
の
グ
ラ
フ
参
照
）。
市
民

１
人
当
た
り
に
す
る
と
、
お
よ
そ

　

万
円
の
借
金
が
あ
る
こ
と
に
な

９４り
ま
す
。
平
成　

年
度
ま
で
は
借

１１

入
額
が
返
済
額
よ
り
多
く
、
市
債

の
残
高
も
増
え
て
い
ま
し
た
。
逆

に
、　

年
度
以
降
は
、
返
済
額
が

１２

借
入
額
よ
り
多
く
な
っ
た
た
め
、

残
高
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
多
額
の
借
入
金
を

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

は
今
後
も
続
き
ま
す
。

立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
左
上
の
グ
ラ
フ
参
照
）。
し
か

し
、
６
年
度
以
降
は
、　

年
度
末

１２

を
除
き
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
ゼ
ロ
と
な
り
、
減
債
基
金
も　
１３

年
度
以
降
取
り
崩
し
が
増
え
た
た

め
、　

年
度
末
の
残
高
は
約
３
億

１４

６
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
予
算
で
も
財
源
不

１５

足
を
補
う
た
め
に
、
減
債
基
金
か

ら
約
３
億
５
６
０
０
万
円
の
繰
り

入
れ
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
残
高
は
ほ
ぼ
底
を
つ
い

て
し
ま
い
ま
す
。

�
借
り
入
れ
に
依
存
�

　

市
は
、
こ
れ
ま
で
市
債
と
い
う

借
り
入
れ
を
し
な
が
ら
、
市
民
生

活
に
必
要
な
道
路
や
ゴ
ミ
処
理
施

設
の
建
設
、
学
校
の
建
設
や
港
湾

の
整
備
な
ど
、
多
く
の
建
設
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

た
め
、
そ
の
資
金
は
政
府
や
民
間

の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
借

金
で
す
の
で
、
当
然
、
毎
年
返
済

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歳入
   ６７３億５００５万円

歳出
   ６７２億５２４万円

一般会計一般会計

市債…　　１３８７億７４０７万円

債務負担行為…

　　　　　　  ２６億８７５万円

市有財産…１６９６億１７７６万円
    （道路、橋および企業会計を除く）
　　　　うち基金４３億４９１８万円
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　市では、新行政改革実施計画（第２

次改訂）を策定し、平成１３年度から１５

年度までの３年間を実施期間として、

行政改革に取り組んでいます。その

うち、平成１４年度中に実施した主な項

目は次のとおりです。

時代に即応した組織・機構の見直し

・経済施策充実のため、中小企業センターと商工課の業務を
　統廃合し、商業労政課と産業振興課に再編
・市税の収納率向上を目指し、納税課に特別滞納整理担当を
　設置
・赤岩保育所と高島保育所を統廃合し、新たに赤岩保育所と
　して供用開始

定員管理および給与などの適正化

・前年度比で職員５１人を削減
・市長、助役などの特別職の給料や課長職以上の職員に支給
　する管理職手当の削減を平成９年度以降、継続して実施

経費の節減合理化と財政の健全化

・旧住吉中学校跡地などを売却し、遊休資産の処分を促進
・公共工事のコスト削減を平成１０年度以降、継続して実施

行政サービスの向上、情報化の推進

・３サービスセンターで、利便性向上のため、納税証明書の
　交付や児童手当申請の受け付けなどを行う「ワンストップ
　サービス」を開始
・子育て支援策の充実を図るため、市内２カ所目の地域子育
　て支援センター（愛称：風の子）を赤岩保育所に併設したほ
　か、延長保育を赤岩保育所、中央保育所で開始
・情報通信技術を活用した行政サービスの向上を図るため、
　「小樽市地域情報化計画」を策定

公共施設の管理運営などの見直し

・総合体育館で、従来休館日としていた月曜日の開館を実施

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　以上が、平成１４年度に実施した主な項目ですが、新行政改
革実施計画（第２次改訂）には、全部で４９の実施項目がありま
す。平成１３年度および１４年度で４１項目を実施し、実施率は
８３．７％となり、この財政効果は累積で約２１億１８００万円となっ
ています。
　今後も引き続き、行政改革を進めていきますが、項目にな
いものについても常に見直しを行い、行財政運営の健全化に
向けて、職員が一丸となって取り組んでいきます。

�行政改革についてのお問い合わせは、総務部行財政健全化

担当��4111内線41１、��1487へどうぞ。

　

平
成　

年
度
の
市
税
収
入
は
、

１４

１
５
５
億
９
３
８
５
万
円
で
、
市

民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、　

万
１０

５
９
３
９
円
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

歳
出
総
額
は
６
７
２
億
５
２
４
万

円
で
、
市
民
一
人
当
た
り
は　

万
４５

６
５
７
０
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の

市
税
と
歳
出
の
差
は
、
使
用
料
な

ど
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
や
国
・

道
か
ら
の
補
助
金
で
、
こ
れ
も
ま

た
、
そ
の
原
資
は
国
税
や
道
税
と

い
う
皆
さ
ん
の
税
金
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
市
民
一
人
当
た

１４

り
に
使
わ
れ
た
予
算
の
内
訳
は
、

左
の
図
の
よ
う
に
な
り
、
皆
さ
ん

の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
使

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

家
計
で
は
、
収
入
が
減
れ
ば
、

特
定
の
支
出
を
減
ら
し
た
り
、
全

体
の
支
出
の
配
分
な
ど
を
見
直
し

た
り
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
市
で
も
同
じ
よ
う
に
、
歳
入

の
額
に
応
じ
て
、
歳
出
の
予
算
を

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費

は
、
収
入
が
減
っ
て
も
、
す
ぐ
に

限限
ら
れ
た

ら
れ
た

財財
源源
で
の
で
の

選選
択択

は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
経
費

で
す
。貯
金
も
底
を
つ
く
状
況
で
、

現
在
行
っ
て
い
る
事
業
を
続
け
て

い
く
こ
と
も
難
し
い
状
態
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、何
を
優
先
し
、ど
ん

な
こ
と
を
我
慢
す
る
か
、
取
捨
選

択
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
過
去
に
赤
字
再
建

団
体
に
な
り
、
現
在
は
再
建
を
終

え
て
い
る
福
岡
県
赤
池
町
の
事
例

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
小
樽
市
の
財
政
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
�
�
４

１
１
１
内
線
２
３
１
・
２
３
２
へ

ど
う
ぞ
。

市民一人当たりに使われた市民一人当たりに使われた

予算の内訳は…　　　　　　　　　予算の内訳は…

民生費 福祉などに                          土木費 道路・公園などに

公債費 借入金の返済などに             衛生費 保健・ごみ処理などに

総務費 企画・選挙などに                 教育費 学校建築・社会教育などに

商工費 商工業の振興などに              消防費など 消防・議会などに

５万１３０８円

３万２３７２円

３万６９６２円

１万９９７０円

３万２９６５円

８万５２２０円

※金額は、一般会計の決算額を平成１５年３月末の人口１４万７１９６人で
割ったものです。

行政改革の行政改革の
取り組み取り組み

１２万8479円 ６万9２９４円

９　平成15（2003）年10月　広報おたる

次は、丸幸スガイ商店さんにバトンタッチ！
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さ
ん

あ
い 

は
ら 

と
し 

か
つ

　　

お
つ
ま
み
や
お
茶
請
け
で

お
な
じ
み
の
珍
味
。
わ
が
社

は
そ
の
珍
味
を
専
門
に
製
造

し
て
い
ま
す
。
わ
が
社
が
手

掛
け
る
商
品
は
、

さ
き
イ
カ
や
鮭

と
ば
の
よ
う
な

珍
味
の
定
番
商

品
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
独
自
の

ア
イ
デ
ア
と
商

品
で
勝
負
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
昭
和

　

年
の
創
業
当

５０初
に
商
品
化
し

て
爆
発
的
に
売

れ
た
の
が
、「
開

き
こ
ま
い
」
。

女
性
や
お
年
寄

り
を
中
心
に
、た

た
い
て
む
し
っ

て
と
、
ひ
と
苦
労
だ
っ
た
こ

ま
い
が
食
べ
や
す
く
な
っ
た

と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
間
引
い
た
養
殖
ホ

タ
テ
を
使
っ
て
新
し
い
商
品

が
で
き
な
い
か
と
、
開
発
を

始
め
た
の
が
、
ホ
タ
テ
加
工

品
。今
で
は　

種
類
、製
造
量

１０

の
８
割
近
く
を
占
め
ま
す
。

こ
れ
ら
は
主
力
の「 
帆  
立  
燻 

ほ 

た
て 
く
ん

 
油  
漬 
」を
は
じ
め
、従
来
の
干

ゆ 

づ
け

し
貝
柱
と
は
違
っ
た
味
付
け

と
や
わ
ら
か
さ
、
衛
生
的
な

個
別
包
装
で
、
幅
広
い
年
齢

層
に
好
評
で
す
。

　

最
近
は
、
観

光
に
来
た
台
湾

や
香
港
の
方
に

も
人
気
で
、
輸

出
も
し
て
い
る

ん
で
す
よ
。

　

私
は
事
務
全

般
や
受
注
・
発

送
も
担
当
し
て

い
ま
す
。
盆
や

正
月
が
近
づ
き
、

「
親
類
が
集
ま

る
か
ら
い
つ
も

の
や
つ
を
頼
む

よ
」
と
い
っ
た

電
話
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
く
と
、

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
味
へ
の

誇
り
を
感
じ
ま
す
ね
。

　

こ
の
味
を
守
り
な
が
ら
、こ

れ
か
ら
も
、
う
ち
な
ら
で
は

の
新
た
な
商
品
を
皆
さ
ん
に

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
！

�

「
す
て
き
な
小
樽
」を
探
し
た
い

　

小
樽
に
住
み
始
め
て
か
ら
２
年

半
。
そ
れ
ま
で
は
古
い
街
並
み
や

す
て
き
な
お
店
、
全
体
の
雰
囲
気

に
あ
こ
が
れ
て
、
小
樽
に
住
む
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、
建
物

や
観
光
名
所
な
ど
思
っ
て
い
た
ほ

ど
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
は
な
く

て
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
。そ
れ
よ

り
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
目
に
し
た

オ
タ
モ
イ
海
岸
に
行
っ
た
時
、
そ

の
岩
壁
や
景
色
の
壮
大
さ
に
、
鳥

肌
が
立
つ
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
小
樽
に
は
自
然
を

生
か
し
た
公
園
や
、
古
く
か
ら
の

お
寺
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
知
り
、
出
か
け
て
み
た
い
所
が

増
え
て
、
小
樽
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
古
く
か
ら
地
元
の
人
た

ち
に
愛
さ
れ
、
残
さ
れ
て
き
た
場

所
を
も
っ
と
訪
れ
て
、
こ
れ
か
ら

も
小
樽
の
生
活
を
満
喫
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（
緑
／　

代
女
性
）

２０

す
な
場
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
？

　

わ
た
し
の
家
の
近
く
に
公
園
が

あ
り
ま
す
。そ
こ
に
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
お
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
に

す
な
場
が
あ
っ
た
け
ど
、
今
は
す

な
が
な
く
な
り
、
ゴ
ム
み
た
い
な

ゆ
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、「
犬
や

猫
が
お
し
っ
こ
を
す
る
か
ら
、
な

く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

す
な
遊
び
が
で
き
な
く
な
っ
て

さ
び
し
い
で
す
。
そ
れ
に
、
自
転

車
で
ぐ
る
ぐ
る
回
る
子
が
い
る
の

で
、
あ
ぶ
な
く
て
お
山
で
遊
べ
な

い
し
、
犬
を
放
す
人
も
い
っ
ぱ
い

い
て
、
こ
わ
く
て
犬
が
き
ら
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

犬
や
猫
の
か
い
主
の
人
に
き
び

し
く
す
れ
ば
、ま
た
、す
な
場
で
遊

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。
わ
た

し
た
ち
の
公
園
に
す
な
場
を
も
ど

し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。（
新
光
／

　

代
女
子
）

１０�
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　
 
砂  
場 
が
な
く
な
っ
て
さ
び
し
い

す
な 

ば

思
い
を
し
て
い
た
の
で
す
ね
。
実

は
、
こ
こ
の
砂
場
は
水
が
た
ま
り

や
す
く
、ま
た
、犬
や
猫
の
ふ
ん
で

 
汚 
れ
て 
困 
る
と
い
う
声
が
、 

地  
域 

よ
ご 

こ
ま 

ち 

い
き

の
人
か
ら
た
く
さ
ん
市
役
所
に 
寄 よ

せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。そ
れ
で
、

 
柔 
ら
か
い 
床 
に
直
し
ま
し
た
。

や
わ
ら 

ゆ
か

　

で
も
、
あ
な
た
の
よ
う
に
砂
遊

び
を
し
た
い
お 
友  
達 
は
た
く
さ
ん

と
も 

だ
ち

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

ま
で
よ
り
小
さ
く
な
り
ま
す
が
、

別
な
場
所
に
犬
や
猫
が
入
ら
な
い

よ
う
に
ネ
ッ
ト
か
シ
ー
ト
で 
覆 
っ

お
お

た
砂
場
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
遊
び
終
わ
っ
た
ら
、
自
分
た

ち
で
き
ち
ん
と 
元  
通 
り
に
閉
じ
て

も
と 

ど
お

く
だ
さ
い
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
ふ

ん
で
汚
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、犬
の 
放 
し 
飼 
い
を
や
め
、

は
な 

が

ふ
ん
の 
後  
始  
末 
を
し
て
も
ら
う
よ

あ
と 

し 

ま
つ

う
に
、
お
願
い
の 
看  
板 
も
立
て
る

か
ん 

ば
ん

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

砂
場
が
で
き
た
ら
、

ま
た
み
ん
な
で 
仲  
良 
く

な
か 

よ

遊
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

（
土
木
部
公
園
課
）

（　

）




